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み、箱はあっという間に満杯になった。前日
の試合でのミスを冗談まじりに海野会長がチ
クリと言った。愛嬌たっぷりに「ゴメンネ」と
笑顔で返すドゥドゥ選手。そのやりとりか
ら、海野会長の期待と、言語や文化を超えた
チームとしての一体感がうかがえた。
ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブは、Jリー
グに所属するヴァンフォーレ甲府の母体とな
る企業である。選手、スタッフ、チーム全て
を、大黒柱として支える海野会長は毎年、自
身が育てたぶどうでワインを造る。余暇の趣
味として栽培していたぶどうだったが、せっ
かくならばと大切な人への贈り物として全選
手にぶどうを送ったことがきっかけだ。果実
が多く採れる山梨ならではのおすそわけ文化
である。2012年、チームが発足してから初

の J2リーグ優勝を飾ったことを機に記念品
としてワインに加工した。以来毎年、交流の
ある「アルプスワイン」に 200本限定で醸造を
委託。ユーモアあふれるオリジナルのラベル
を貼り、「ヴァンフォーレビクトリーワイン」
として家族、知人、選手、スタッフに配布。販
売は一切していない。
2016年 8月、世界 30ヵ国からワインが出品
される国際品評会「ジャパン・ワイン・チャレ
ンジ」にて、醸造を委託しているアルプスワイ
ンの「ジャパニーズスタイルワイン」がプラチ
ナ金賞を受賞した。1,600点以上の出品から
わずか 12銘柄しか選ばれない最高位の賞だ。
このワインに海野会長の栽培するマスカッ
ト・べーリーAもブレンドされている。「趣味
のつもりで始めたぶどうが、いろいろな人に

喜んでもらえて、賞を獲ったワインにも使わ
れているのは嬉しいことだよね」。海野会長
が照れくさそうに喜びを語ってくれた。
農家の家に生まれ、家業を継ぐためにと東京
農業大学を卒業した海野会長だったが、結果
的に農家ではなく違う道を志し歩んできた。
父親が亡くなられた後引き継いだ農地のう
ち、2反（約 600坪ほど）のぶどう畑だけを奥
様と夫婦二人三脚で耕作している。ヴァン
フォーレの絆を深める海野会長のぶどうは、
チームへの愛情をたっぷりと吸収してたわわ
に実り、収穫を待っている。

海野会長のぶどう畑。
この日、招かれたのは地球の反対側からヴァ
ンフォーレ甲府にやってきた、ブラジル出身
の三選手。マルキーニョス・パラナ選手、ダ
ヴィ選手、ドゥドゥ選手だ。中盤から前線を
担う、攻撃のコアになる選手たち。ピッチで
見せる鬼気迫る表情とは違い、とてもリラッ
クスしている様子。日本の農耕文化を色濃く
残す、山梨県笛吹市一帯は果樹の産地である。
伝統の果樹栽培を体験し、山梨について理解
を深めてもらうためのヴァンフォーレ山梨ス

ポーツクラブの海野一幸会長の計らいだ。
「山梨のぶどうはおいしいから好きだよ」。そ
う言いながらぶどう狩りを楽しむ選手たち
を、海野会長は笑みを浮かべ我が子のように
見守っていた。
栽培品種はマスカット・べーリーA。赤ワイ
ン品種として有名だが、そのまま食べても
瑞々しくて濃厚な甘さがある。何度か畑を訪
れているダヴィ選手はお手のもの。続いてパ
ラナ選手とドゥドゥ選手もすぐにコツをつか
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